
広報

ほこた

 「おいしそー」「どれにしようかな」「もっと食べていいんですか」

「これ食べてみて」、いつもと違う給食に子どもたちは大興奮。

　2月 3 日、鉾田給食センター管内の小学 6年生と市内全部の

中学 3年生がバイキング給食を体験しました。このバイキング

給食は、食事に対する知識を深め、健全な食生活を送る判断力

を身につけることが目的。普段は給食にでないメニューも用意

され、取材に訪れた諏訪小学校では、6年生 16 人がバイキング

給食を楽しみました。

　「給食は大好きです。この日を楽しみにしていました」「もう

すぐ卒業なのでいい思い出ができました」と児童たち、教室に

はたくさんの笑顔があふれました。

　生涯をとおして健康でいきいきと過ごすために、日々の食事

に関心を持つことが大切と言われます。なかでも子どもたちの

食生活は、心やからだの成長を形成することに大きな影響を及

ぼします。子どもを中心に家族や地域の大人たちがみんなで食

に関心を持つことが大切ではないでしょうか。まずは家族で楽

しく食事、これが基本では？
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行政からのお知らせ２まちの話題今
月
の
内
容

行政からのお知らせ１2― 7

■できることから地震対策
■インターネットを安全安心に利用するために
■こども予防接種週間です！
■東日本大震災による被災者の方へ
■子ども手当、未申請の方は期限内に申請を！
■高額な外来受診を受ける皆さまへ　ほか

 8 ― 1 0 11― 1 2

■うまかっぺフェスタ in 山新グランステージ
■鉾田の苺をPR　おいしいイチゴを食べてみて！
■ほっとパーク鉾田、再開しました！
■親子で楽しむミュージカル劇
■商工会青年部、保育所に渡り廊下寄贈
■鉾田市体育協会表彰　ほか

■鉾田市美術展覧会開催
■おやき作り体験参加者募集
■特設人権相談所の開設について
■シルバー人材センター入会案内
■外国人の方の登録制度が変わります
■各種採用試験の案内　ほか

　み
んなで

楽しくバイキング、おいしいよ！

二
月
三
日
（
金
）

 「おいしそー」「どれにしようかな」「もっと食べていいんですか」

二
月
三
日
（
金
）

◎バイキング給食のマナー

栄養のバランスを考えて！

後の人のことを考えて、きれいに

取りましょう。

感謝して食べよう。

「いただきます」「ごちそうさま」

「ありがとう」を言いましょう。

残さないで食べよう。

◎本日のメニュー

主　食
えびピラフ、ミックスピザ、焼きおにぎり、
焼きそば

主　菜
からあげ、エビフライ、厚焼き卵、豚角煮、
プチオムレツ、白身魚のマヨネーズ焼き

副　菜 海藻サラダ、豚汁、フレンチポテト、たこ焼き

デザート
ストロベリータルト、焼きプリンタルト、
ムース大福、、かぼちゃ生クリーム大福、
チョコレートムース、オレンジ、いちご

「ありがとう」を言いましょう。

残さないで食べよう。

 「おいしそー」「どれにしようかな」「もっと食べていいんですか」

「これ食べてみて」、いつもと違う給食に子どもたちは大興奮。

　2月 3 日、鉾田給食センター管内の小学 6年生と市内全部の

中学 3年生がバイキング給食を体験しました。このバイキング

給食は、食事に対する知識を深め、健全な食生活を送る判断力

を身につけることが目的。普段は給食にでないメニューも用意

され、取材に訪れた諏訪小学校では、6年生 16 人がバイキング

給食を楽しみました。

　「給食は大好きです。この日を楽しみにしていました」「もう

 「おいしそー」「どれにしようかな」「もっと食べていいんですか」

「いただきます」「ごちそうさま」
副　菜

デザート

 「おいしそー」「どれにしようかな」「もっと食べていいんですか」

を言いましょう。

義援金及び茨城県災害見舞金の
申請受付終了について

東日本大震災に係る「義援金・茨城県災害見
舞金」の申請受付が平成 24年 3月 30 日（金）
で終了となります。申請がお済みでない方は、
お早めに申請願います。
※ 被災者生活再建支援金（基礎支援金）の
申請は、平成25年4月10までとなります。

問 市役所社会福祉課☎ 33-2111（内線 1565）

「これおいしいよ！」
「どれどれ？」

たくさんの笑顔が
あふれました！

楽
し
い
給
食
は
い
い
思
い
出
に
！

　い
ただきまーす！
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で
き
る
こ
と
か
ら

地
震
対
策

〜
あ
れ
か
ら
1
年
、

あ
な
た
の
地
震
対
策
は
？
〜

　

昨
年
の
3
月
11
日
に
発
生
し
た
大
地
震
。
地
震
に
よ
る
甚

大
な
被
害
は
私
た
ち
の
記
憶
に
深
く
刻
み
こ
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
首
都
直
下
型
地
震
「
4
年
以
内
に
70
％
」、
三

陸
〜
房
総
沖
Ｍ
9
級
「
30
年
以
内
に
30
％
」
な
ど
、
各
地

震
研
究
所
な
ど
が
試
算
し
た
地
震
発
生
確
率
が
報
道
さ

れ
、大
変
驚
か
れ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
列
島
は
世
界
有
数
の
地
震
多
発
国
と
言
わ
れ
ま

す
。ま
た
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
巨
大
地
震
に
対
し
、

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
、
対
策
を
も
う
一
度
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？

地
震
多
発
国
日
本

家
も
家
具
も
「
倒
れ
な
い
」
が
重
要

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
死
亡
原
因
の
う
ち
、
約
77
％

が
家
屋
倒
壊
や
家
具
転
倒
に
よ
る
圧
死
・
窒
息
死
で
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
も
、
家
屋
の
倒
壊
の
ほ
か
、
瓦
屋
根

の
崩
落
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
倒
壊
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
家
具
の
転
倒
や
食
器
棚
の
食
器
が
飛
び
出
し
た
な
ど

の
報
告
も
あ
り
ま
す
。

　

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
普
段
か
ら
家
の
周

辺
の
危
険
度
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
必

要
が
あ
れ
ば
安
全

対
策
を
施
す
こ
と

や
、
家
の
中
の
家

具
や
電
化
製
品
な

ど
も
、
配
置
の
工

夫
や
倒
れ
な
い
よ

う
に
固
定
す
る
な

ど
の
対
策
が
重
要

で
す
。

阪神・淡路
  大震災の
  死亡原因

　圧死・窒息死
　　　　　　　　77％

　焼死・熱傷
　　　　　　　9％

　　   その他
　　　　　　　　14％

「阪神・淡路大震災報告　総集編」より

　震災を教訓に水の汲み置きや食料品の買い置
きのほか、非常時持ち出し品を入れたリュック
を備えました。市内の避難所の一覧もノートに
書き出してあります。食器棚などは転倒防止用

のポールを取り付け、
中の食器が飛び出さな
い様に新聞紙をまるめ
て食器の間に置いてス
トッパー変わりに使っ
ています。他には燃料
に使える薪も用意しま
した。災害時に最初の
一週間を自分たちの力
で乗り切ることがポイ
ントと考えています。
地震の対策は子どもや
孫たちにも伝えて行き
たいと思っています。

　鉾田市安塚の   
 　 橋本  衛    さん
  　　    りき  さんご夫妻

屋根
不安定な屋根のアンテナや、
屋根瓦は補強しておく。

窓ガラス
飛散防止フィルムを貼る。
ベランダ
植木鉢などの整理整頓を。
落ちる危険がある場所には
何も置かない。

ブロック塀など
土中にしっかりとした基
礎部分がないもの、鉄筋
が入っていないものは危
険なので補強する。ひび
割れや鉄筋のさびも修理
する。

プロパンガス
ボンベを鎖でしっかり固定。

家の周囲の安全対策
（一例）

●
家
具
や
テ
レ
ビ
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
固
定
す
る
。

●
け
が
防
止
や
避
難
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
配
置
す
る
。

家
具
類
の
転
倒
・
落
下
防
止
を

●
避
難
に
備
え
ス
ニ
ー
カ
ー
な
ど
を
準
備
す
る
。

●
停
電
に
備
え
懐
中
電
灯
を
す
ぐ
に
使
え
る
場
所
に
設
置
。

け
が
の
防
止
対
策
を

● 

火
災
発
生
に
備
え
消
火
器
の
準
備
や
風
呂
の
水
を
く
み
お

き
し
て
お
く
。

消
火
の
備
え
を

● 

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

● 

普
段
使
用
し
な
い
電
気
器
具
は
、
差
し
込
み
プ
ラ
グ
か
ら

抜
い
て
お
く
。

火
災
の
早
期
発
見
と
防
止
対
策
を

● 

家
族
で
話
し
合
い
非
常
時
に
持
ち
出
す
も
の
や
水
や
食
料

の
備
蓄
な
ど
を
決
め
て
準
備
し
て
お
く
。

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

● 

地
震
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
時
の
、
家
族
の
役
割
分
担

を
決
め
て
お
く
。

● 

家
族
が
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
場
合
の
連
絡
方
法
や
集
合
場

所
な
ど
を
決
め
て
お
く
。

●
避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
確
認
し
て
お
く
。

●
地
域
の
危
険
個
所
な
ど
を
確
認
し
て
お
く
。

●
地
域
と
の
交
流
を
深
め
る
。

家
族
防
災
会
議
を

自分の生命財産
は自分で守る

自分たちの地域は
自分たちで守る

市・県・国によ
る援助や支援

減 災

＋

＋

＝

自助

共助

公助

　
昨
年
の
3
月
11
日
に
発
生
し
ま
し
た
東
日

本
大
震
災
は
、
本
市
に
お
い
て
も
震
度
6
強
を

記
録
し
、
死
者
2
名
、
建
物
の
全
壊
１
０
８

件
、
大
規
模
半
壊
１
９
７
件
、
半
壊
５
４
３
件
、

一
部
損
壊
１
９
１
８
件
の
ほ
か
、
が
け
崩
れ
、

道
路
の
陥
没
、
液
状
化
現
象
に
よ
る
不
等
沈

下
な
ど
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
甚

大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
風
評
被
害
に

よ
り
農
産
物
が
大
打
撃
を
受
け
る
な
ど
経
済
的

な
被
害
も
生
じ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
大
変
な
中
で
も
市
民
の
皆
様

が
、
地
域
で
お
互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
、

復
旧
・
復
興
に
向
け
て
着
実
に
歩
み
続
け
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
市
内
外
の

多
く
の
方
々
か
ら
義
援
金
や
支
援
金
を
頂
戴

い
た
し
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
ま
し
て
、
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
で
は
こ
の
1
年
、
被
災
し
た
道
路
を
は

じ
め
と
し
た
公
共
施
設
の
復
旧
や
被
災
者
支

援
、
そ
し
て
、
原
発
事
故
か
ら
の
農
産
物
の

安
全
性
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

災
害
対
策
に
つ
い
て
は
1
年
限
り
で
完
了
で

き
る
も
の
で
は
な
く
、
長
期
的
視
点
を
持
っ

て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
今
後
も
災
害
か

ら
の
復
旧
・
復
興
を
最
優
先
課
題
と
し
、
市

民
の
皆
様
と
一
体
に
な
っ
て
進
め
て
行
き
た

い
所
存
で
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市
民
の
皆
様
へ

鉾
田
市
長
　
鬼
沢 

保
平
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フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
で
有
害
サ
イ
ト
へ
の
接
続
防
止
を
！

インターネット
を安全安心に利
用するために

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
に
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
便
利
に

す
る
多
く
の
有
益
な
情
報
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

一
部
に
心
身
が
未
発
達
な
子
ど
も
た
ち
が
閲
覧
す
る
に
は
望
ま

し
く
な
い
情
報
も
あ
り
、
保
護
者
の
目
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
で

そ
れ
ら
の
有
害
情
報
を「
閲
覧
す
る
」「
個
人
情
報
を
書
き
込
む
」

「
勝
手
に
利
用
登
録
す
る
」
な
ど
し
て
、
犯
罪
被
害
や
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
毎
年
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
る
児
童
被
害
の
状
況

■ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
サ
イ
ト
を
利
用
し
た
犯
罪
被
害
に
遭
っ
た

18
歳
未
満
の
子
ど
も
の
数

0

100

200

300

400

500

600

700

800 792 人

724 人

出
会
い
系
サ
イ
ト
に
関
係
し
た
事
件

非
出
会
い
系
サ
イ
ト
に
関
係
し
た
事
件

H20 被害者数（警察庁調べ）

　子どもが被害に遭うのは出会い
系サイトだけではありません。イ
ンターネット利用のモラルの向上
とフィルタリングの活用が、トラ
ブル予防には不可欠です。

　インターネットを
利用することは決し
て悪いことではあり
ません。しかし、イ
ンターネット上に公
開した情報は世界中

に広まり、その情報は消すことが出来なく
なります。楽しいと思って安易に行動し事
件に巻き込まれたり、人生を台無しにして
しまった例もあります。皆さんの未来はか
けがえのないものです。機械のフィルタリ
ングとともに自分自身の行動にもフィルタ
リングをしてインターネットを利用してく
ださい。

茨城県メディア
       教育指導員
長谷川裕之さん

子
ど
も
た
ち
を
守
る
手
段
と
し
て
安
全
な
ネ
ッ
ト
環
境
を

提
供
す
る
の
は
大
人
の
責
任
で
す

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
活
用

●
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
と
は

　

 　

ネ
ッ
ト
上
の
有
害
サ
イ
ト
を
一
定
の
基
準
で
判
別
し
、「
出

会
い
系
サ
イ
ト
」
や
「
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
」、「
暴
力
的
な
表
現

の
あ
る
サ
イ
ト
」
な
ど
の
閲
覧
を
制
限
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

 　

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
付
け
て
い
な
い
と
、
無
防
備
な
状
態

で
有
害
サ
イ
ト
も
全
て
閲
覧
可
能
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

■
ポ
イ
ン
ト
１
「
情
報
モ
ラ
ル
の
厳
守
」

　 

情
報
モ
ラ
ル
を
し
っ
か
り
守
る
よ
う
、
家
庭
で
利
用
目
的
を

決
め
、有
害
情
報
に
対
す
る
危
機
意
識
を
持
た
せ
ま
し
ょ
う
。

■
ポ
イ
ン
ト
２
「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
活
用
」

　 
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
は
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
か
け
て
、

有
害
情
報
が
含
ま
れ
る
サ
イ
ト
へ
の
接
続
を
し
っ
か
り
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

■
ポ
イ
ン
ト
３
「
家
庭
で
の
ル
ー
ル
づ
く
り
」

　 

子
ど
も
の
健
全
な
成
長
を
守
る
た
め
、
子
ど
も
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
使
用
状
況
や
家
庭
の
環
境
に
合
わ
せ
て
、
家
庭
の
中

で
ル
ー
ル
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

●
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

　 

　
パ
ソ
コ
ン
で
は
Ｏ
Ｓ
に
備
わ
っ
て
い
る
「
保
護
者
に
よ
る

制
限
」（
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ 

Ｖ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
以
降
）、「
ペ
ア
レ

ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」（
Ｍ
ａ
ｃ 

Ｘ
ｖ
10
・
4
以
降
）
や

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
の
導
入
な
ど
で
細
か
な
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
設
定
が
で
き
ま
す
。

　

 　

携
帯
電
話
も
各
社
で
さ
ま
ざ
ま
な
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
に
は
、
接
続

し
て
い
い
サ
イ
ト
を
設
定
す
る
「
ホ
ワ
イ
ト
リ
ス
ト
方
式
」

や
、
接
続
で
き
な
い
サ
イ
ト
を
設
定
す
る
「
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス

ト
方
式
」
の
ほ
か
「
時
間
帯
に
よ
る
接
続
制
限
」
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　
　

詳
し
く
は
携
帯
電
話
各
社
等
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　2 月 15 日、大洋中で 1 年生が茨城
県メディア教育指導員の長谷川裕之さ
んからインターネットの活用について
の注意点を学びました。
　インターネットの利用が当たり前の
時代、悪質なサイトなどから子どもた
ちを守るには、大人の理解と行動が大
切です。子どものインターネット利用
について考えてみませんか？

保
護
者
の
理
解
が
子
ど
も
を
守
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
す
ご
く
便
利
な
世
界
、

で
も
・
・
・
と
っ
て
も
怖
い
世
界

大
切
な
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め

大
切
な
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
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こども予防接種週間です！

４月からの入園・入学に備えて、　
　必要な予防接種をすませ、病気
　　を未然に防ぎましょう

問 市役所健康増進課☎３３～３６９１（直通）

　

現
在
、
中
学
1
年
生
、
高
校
3
年
生
に
相

当
す
る
年
齢
で
、
平
成
23
年
4
月
以
降
、
2

回
目
の
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受

け
て
い
な
い
方
は
、
是
非
こ
の
機
会
に
受
け

ま
し
ょ
う
。

　

3
月
31
日
ま
で
は
無
料
（
公
費
負
担
）
で

接
種
で
き
ま
す
。

　

麻
し
ん
（
は
し
か
）
の
発
症
は
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ

と
で
予
防
で
き
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
人
の
95
％
以

上
は
免
疫
を
獲
得
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
4
月
か

ら
新
た
に
接
種
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
方
は
、
幼
少
時
の
予

防
接
種
の
制
度
に
よ
り
、
1
回
の
予
防
接
種
を
受
け
る
機
会

が
あ
り
ま
し
た
が
、
受
け
て
い
な
か
っ
た
方
が
い
ま
す
。
1

回
は
受
け
た
け
れ
ど
も
免
疫
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
方
が
わ

ず
か
な
が
ら
い
ま
す
。
ま
た
、
接
種
し
て
か
ら
の
年
数
の
経

過
と
共
に
免
疫
の
力
が
落
ち
て
く
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
強

固
な
免
疫
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
2
回
の
予
防
接
種
が
必
要

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

以
上
か
ら
、
平
成
20
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
ま
で
の
5
年

間
、
各
年
度
に
お
い
て
、
そ
の
年
度
内
に
新
し
く
13
歳
、
18

歳
と
な
る
人
を
対
象
に
公
費
負
担
で
予
防
接
種
を
行
っ
て
い

ま
す
。
就
業
形
態
（
就
学
・
就
職
・
そ
の
他
等
）
は
関
係
あ

り
ま
せ
ん
。

種　

別

対　

象　

者　

年　

齢

　

Ｂ
Ｃ
Ｇ

生
後
3
か
月
〜
6
か
月

　

ポ
リ
オ

生
後
3
か
月
〜
7
歳
6
か
月
未
満

　

三
種
混
合

生
後
3
か
月
〜
7
歳
６
か
月
未
満

　

日
本
脳
炎

3
歳
以
上
〜
7
歳
6
か
月
未
満

9
歳
以
上
〜
13
歳
未
満

麻
し
ん
・

風
し
ん

混
合
ワ
ク
チ
ン

1
期
：
生
後
12
か
月
〜
24
か
月
未
満

2
期
：
Ｈ
17
・
4
・
2
〜
Ｈ
18
・
4
・
1
生

3
期
：
Ｈ
10
・
4
・
2
〜
Ｈ
11
・
4
・
1
生

（
集
団
）

4
期
：
Ｈ
5
・
4
・
2
〜
Ｈ
6
・
4
・
1
生

　

二
種
混
合

小
学
6
年
生

【
定
期
予
防
接
種
】

種　

別

対　

象　

者　

年　

齢

小
児
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ

1
歳
以
上
〜
小
６
ま
で
２
回
接
種

中
学
生
以
上
1
回
接
種

子
宮
頚
が
ん

ワ
ク
チ
ン
中
学
1
年
女
子

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
生
後
2
か
月
以
上
2
歳
未
満

小
児
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
生
後
2
か
月
以
上
2
歳
未
満

【
そ
の
他
の
予
防
接
種
（
任
意
）】

※ 

予
防
接
種
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
接
種
回
数
な
ど
が
決

め
ら
て
い
ま
す
。

※ 

予
防
接
種
に
関
す
る
質
問
は
、
か
か
り
つ
け
医
な

ど
各
医
療
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※ 

予
防
接
種
実
施
医
療
機
関
（
接
種
希
望
者
は
予
約

し
て
く
だ
さ
い
）
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
健
康
増

進
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
が
受
け
ら
れ
る
主
な

ワ
ク
チ
ン
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

小
児
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
・

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

【
小
児
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
】

対　

象　

者　

年　

齢

接
種
回
数

　

生
後
2
か
月
〜
7
か
月
未
満

4
回

　

生
後
7
か
月
〜
12
か
月
未
満

3
回

　

1
歳
〜
2
歳
未
満

2
回

【
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
】

対　

象　

者　

年　

齢

接
種
回
数

　

生
後
2
か
月
〜
7
か
月
未
満

4
回

　

生
後
7
か
月
〜
12
か
月
未
満

3
回

　

1
歳
〜
2
歳
未
満

1
回

※ 

小
児
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
は
、
接
種
開
始

年
齢
に
よ
っ
て
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
違
い
ま
す
。
詳
し
く

は
か
か
り
つ
け
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
接
種
医
療
機
関
】

【
接
種
方
法
】

　

鉾
田
市
で
発
行
す
る
予
診
票
を
利
用
し
市
内
の
医
療
機
関
で

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。（
費
用
は
公
費
負
担
）

※
事
前
に
接
種
医
療
機
関
に
連
絡
し
て
か
ら
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
24
年
4
月
か
ら
、
小
児
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
・
ヒ
ブ

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
対
象
者
が
生
後
2
か
月
〜
2
歳
未

満
の
幼
児
と
な
り
ま
す
。

※ 

日
本
で
は
毎
年
約
千
人
の
子
ど
も
が
細
菌
性
髄
膜
炎
に
か
か
り
、
そ

の
内
、
約
50
人
が
死
亡
し
、
約
200
人
が
脳
神
経
障
害
な
ど
の
後
遺
症

に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
細
菌
性
髄
膜
炎
の
原
因
は
、
ヒ
ブ
（
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
b
型
）
と
肺
炎
球
菌
が
お
も
な
原
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。

医
療
機
関
名

電
話
番
号

医
療
機
関
名

電
話
番
号

上
杉
医
院

３
２
〜
２
５
０
９
た
き
も
と
ク
リ
ニ
ッ
ク

３
９
〜
５
５
５
０

神
谷
医
院

３
７
〜
４
６
１
１

高
橋
医
院

３
２
〜
２
３
０
１

白
石
医
院

３
２
〜
２
７
４
０

ハ
タ
ミ
病
院

３
３
〜
３
１
５
８

札
ク
リ
ニ
ッ
ク

３
４
〜
５
５
５
５

鉾
田
病
院

３
２
〜
３
３
１
３

樅
山
診
療
所

３
７
〜
０
０
４
５

４
　
　　3 1

（木） 3 7～
（水）
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市
役
所　

保
険
年
金
課
☎
３
３
〜
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　

 （
内
線
）
１
１
２
３
・
１
１
２
４

問

◎
平
成
24
年
3
月
1
日
以
降
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

◆
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
期
限

１
． 

国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

さ
れ
て
い
る
一
部
負
担
金
等
の
支
払
い
が
免
除
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
方

　

   

◎
期
限
：
平
成
24
年
9
月
30
日

2
． 

東
京
電
力
福
島
原
発
事
故
に
よ
る
警
戒
区
域
等
す
べ
て

の
住
民
の
方
（
警
戒
区
域
等
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
を
含
む
）

　

   

◎
期
限
：
平
成
25
年
2
月
28
日

※ 

次
の
も
の
は
、
免
除
対
象
で
は
な
く
な
り
ま
し
た

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

１
． 

入
院
時
食
事
療
養
費
・
生
活
療
養
費
に
係
る
標
準
負
担
額

2
． 

保
険
外
併
用
療
養
費
の
食
事
療
養
・
生
活
療
養
に
係
る
部

分
の
標
準
負
担
額

3
． 

柔
道
整
復
師
、
あ
ん
摩
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧
師
、
は
り

師
、
き
ゅ
う
師
に
よ
る
施
術

4
． 

被
保
険
者
証
を
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
提
示
で
き
な
か
っ

た
場
合
の
診
療
等

5
．
治
療
用
装
具
（
コ
ル
セ
ッ
ト
等
）

6
．
海
外
で
受
け
た
診
療
等

※
詳
し
く
は
保
険
年
金
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

免
除
証
明
書
を
提
示
し
な
け
れ
ば
一
部
負
担
金
の
支
払
い
が

必
要
で
す
。

　

 

な
お
、
こ
れ
ま
で
は
す
で
に
支
払
っ
た
一
部
負
担
金
に
つ
い

て
、
保
険
年
金
課
窓
口
に
て
還
付
申
請
を
お
受
け
し
て
い
ま

し
た
が
、
支
払
後
の
還
付
は
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※ 

交
付
を
受
け
て
い
る
免
除
申
請
書
の
一
部
負
担
金
の
免
除
有

効
期
限
が
「
平
成
24
年
2
月
29
日
ま
で
」
と
記
載
さ
れ
て
い

て
も
引
き
続
き
使
用
で
き
ま
す
。

※ 

一
部
負
担
金
等
の
免
除
を
受
け
て
い
る
医
療
福
祉
費
受
給
者

証
の
交
付
は
、
一
部
負
担
金
の
免
除
期
限
の
延
長
に
伴
い
、

引
き
続
き
停
止
し
て
い
ま
す
。
交
付
手
続
き
開
始
の
時
期
と

な
り
ま
し
た
ら
、
あ
ら
た
め
て
通
知
い
た
し
ま
す
。

　

 

な
お
、
受
給
者
証
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
保
険
年
金
課

へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※ 

そ
の
他
の
医
療
保
険
に
ご
加
入
の
方
は
、
ご
加
入
の
保
険
者

に
よ
り
引
き
続
き
免
除
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

加
入
の
保
険
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
役
所　

子
ど
も
家
庭
課
☎
３
３
〜
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
（
内
線
）
１
５
７
１

問

　

平
成
23
年
10
月
分
か
ら
の
子
ど
も
手
当
を
受
け
取
る
た

め
に
は
、
9
月
末
ま
で
子
ど
も
手
当
を
受
け
取
っ
て
い
た

方
を
含
め
、
全
て
の
方
が
申
請
が
必
要
で
す
。

　

ま
だ
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
必
ず
期
限
ま
で
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
平
成
23
年
10
月
分
〜
平
成
24
年
3
月
分
】

・
0
歳
〜
3
歳
未
満
：
1
万
5
千
円
（
一
律
）

・
3
歳
〜
小
学
校
修
了
前
：
1
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
3
子
以
降
は
1
万
5
千
円
）

・
中
学
生
：
1
万
円
（
一
律
）

※ 

10
月
1
日
以
降
、
転
出
し
た
方
や
子
ど
も
が
市
外
に
居
住
し

て
い
る
等
の
方
に
は
、
申
請
書
が
郵
送
さ
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
支
給
対
象
と
な
る
方
で
、
申
請
書
が
届
い
て
い
な

い
方
は
、
子
ど
も
家
庭
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
必
要
書
類
】

●
郵
送
さ
れ
た
認
定
請
求
書

●
申
請
者
（
保
護
者
）
の
健
康
保
険
証
の
コ
ピ
ー

● 

申
請
者
（
保
護
者
）
名
義
の
普
通
預
金
通
帳
の
口
座
番
号
、

名
義
が
記
載
さ
れ
て
い
る
ペ
ー
ジ
の
コ
ピ
ー

　
（
子
ど
も
や
配
偶
者
名
義
の
口
座
は
使
え
ま
せ
ん
。）

● 

子
ど
も
が
市
外
に
居
住
し
て
い
る
場
合
は
、
子
ど
も
の

住
民
票
謄
本

● 
申
請
者
ま
た
は
子
ど
も
が
外
国
籍
の
場
合
に
は
、
外
国

人
登
録
証
の
両
面
コ
ピ
ー

　
（ 
外
国
籍
の
方
の
受
給
資
格
に
つ
い
て
は
、
在
留
資
格
が

短
期
滞
在
・
興
行
、
在
留
期
間
が
1
年
未
満
等
の
方
は

受
給
資
格
の
要
件
に
該
当
し
ま
せ
ん
。）

※ 

保
護
者
や
子
ど
も
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
別
途
書
類
が

必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

平
成
23
年
9
月
末
ま
で
子
ど
も
手
当
を
受
け
て
い
た
方

に
は
10
月
下
旬
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま
し
た
。

　

 

中
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
方
で
、
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
方
は
子
ど
も
家
庭
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

窓
口
持
参
：
平
成
24
年
3
月
30
日
（
金
）
ま
で

　
　
　
　
　
（
※
平
日
の
8
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

郵　
　

送
：
平
成
24
年
3
月
31
（
土
）
必
着

※ 

申
請
は
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
が
、
必
要
書
類
が
全

て
そ
ろ
っ
て
い
な
い
場
合
や
申
請
書
に
不
備
が
あ
る
場

合
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

　

郵
送
先　

〒
３
１
１
・
１
５
９
２

　
　
　
　
　
　

鉾
田
市
鉾
田
１
４
４
４
〜
１

　
　
　
　
　
　

鉾
田
市
役
所
子
ど
も
家
庭
課
宛
て

【
申
請
期
限
】

【
支
給
額
】

【
支
給
時
期
】

平
成
23
年
10
月
〜
平
成
24
年
1
月

（
4
か
月
分
）

平
成
24
年
6
月

（
平
成
24
年
2
月
支
払
い
に
間
に

合
わ
な
か
っ
た
方
）

平
成
24
年
2
月
・
3
月
分

（
2
か
月
分
）

平
成
24
年
6
月

公
務
員
の
方
へ

　

公
務
員
の
方
は
勤
務
先
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
手
続
き

に
つ
い
て
は
勤
務
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

配
偶
者
の
方
が
公
務
員
で
勤
務
先
へ
申
請
済
み
の
場
合

に
は
、
鉾
田
市
へ
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

独
立
行
政
法
人
な
ど
に
お
勤
め
で
勤
務
先
か
ら
支
給
さ

れ
な
い
方
は
、
鉾
田
市
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

中
学
校
卒
業
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
方
へ

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
の
方
で

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
の
方
で

東
日
本
大

東
日
本
大
震
災
に

震
災
に
よ
る
被
災
者
の
方
で

よ
る
被
災
者
の
方
で

※ 申請期限内に申請した方は、平成
23 年 10 月分からの手当が支給さ
れます。申請期限を過ぎると、平
成 23 年 10 月分から平成 24 年 3
月分の子ども手当は支給されませ
んので、ご注意ください。

※
平
成
24
年
4
月
以
降
の
手
当
に
つ
い
て
は
、
制
度
が
決
ま
り

次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 期
限
に

ご
注
意
！

子
ど
も
手手
当
、
未
申
請
の
方
は
期
限
内
に
申
請
を
！

当
、
未
申
請
の
方
は
期
限
内
に
申
請
を
！

子
ど
も
手手
当
、
未
申
請
の
方
は
期
限
内
に
申
請
を
！

当
、
未
申
請
の
方
は
期
限
内
に
申
請
を
！

お
持
ち
の
方
へ

お
持
ち
の
方
へ

お
持
ち
の
方
へ

お
持
ち
の
方
へ

一
部
負
担
金
の
免
除
証
明
書
を

一
部
負
担
金
の
免
除
証
明
書
を

一
部
負
担
金
の
免
除
証
明
書
を

一
部
負
担
金
の
免
除
証
明
書
を

市
役
所　

保
険
年
金
課
☎
３
３
〜
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　

 （
内
線
）
１
１
２
３
・
１
１
２
４

大
洋
市
民
セ
ン
タ
ー
☎
３
９
〜
３
３
１
１

旭　

市
民
セ
ン
タ
ー
☎
３
７
〜
４
３
４
６

問

高
額
な
外
来
受
診
を
受
け
る
皆
さ
ま
へ

高
額
な
外
来
受
診
を
受
け
る
皆
さ
ま
へ

高
額
な
外
来
受
診
を
受
け
る
皆
さ
ま
へ

高
額
な
外
来
受
診
を
受
け
る
皆
さ
ま
へ

「
認
定
証
」
な
ど
を
提
示

「
認
定
証
」
な
ど
を
提
示
す
れ
ば
、

す
れ
ば
、

窓
口
で
の
支
払
い
が

窓
口
で
の
支
払
い
が

一
定
の
金
額
に
と
ど
め
ら
れ
ま
す

一
定
の
金
額
に
と
ど
め
ら
れ
ま
す

「
認
定
証
」
な
ど
を
提
示

「
認
定
証
」
な
ど
を
提
示
す
れ
ば
、

す
れ
ば
、

窓
口
で
の
支
払
い
が

窓
口
で
の
支
払
い
が

一
定
の
金
額
に
と
ど
め
ら
れ
ま
す

一
定
の
金
額
に
と
ど
め
ら
れ
ま
す

問

H24.4.1
から

　

平
成
24
年
4
月
1
日
か
ら
は
、
高
額
な
外
来
診
療
を
受
け

た
と
き
、
限
度
額
適
用
認
定
証
等
や
被
保
険
者
証
等
を
提
示

す
れ
ば
、
ひ
と
月
の
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
の
支
払
い
が
一

定
の
金
額
に
と
ど
め
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
同
一
の
病
院
、
ま
た
は
薬
局
を
受
診
し
た
場
合

に
限
ら
れ
ま
す
の
で
、
二
か
所
以
上
の
病
院
等
に
受
診
す
る

場
合
は
、
従
来
通
り
高
額
療
養
費
で
支
給
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

※
限
度
額
適
用
認
定
証
等
は
、
市
役
所
（
国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
に
事
前
に
申
請
し
、
交
付
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
請
方
法
、
自
己
負
担
限
度
額
等
、

詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事前に
①認定証等の申請

②認定証等の交付

③認定証等
を提示、窓
口負担が限
度額に（※）
※ 窓口での支払い限度額（月当た
り）は、所得に応じて異なります。

病院・薬局など

高額の外来診療を受けたとき

高額な外来診療受診者 事前の手続き 病院・薬局などで

70歳未満の方
70歳以上の非課税世帯の方

限度額適用認定証等の交
付を申請してください

限度額認定証等を窓口に提
示してください

70 歳以上 75 歳未満で、
非課税世帯ではない方 必要ありません

「高齢受給者証」を窓口に
提示してください

75 歳以上で、
非課税世帯ではない方 必要ありません

「後期高齢者医療被保険者
証」を窓口に提示してください

市
役
所

問

中
学

卒

中
学
校
卒

中
学
校
卒
業子

申

請
が必要で

す
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中
小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
施
設
等
災
害
復
旧
事
業

施
設
・
設
備
の
復
旧
等
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

◆
事
業
の
内
容

　

被
災
地
域
の
中
小
企
業
等
で
構
成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
が
、

所
定
の
復
興
事
業
計
画
書
を
作
成
し
、
そ
の
内
容
が
地
域

経
済
の
活
性
化
と
雇
用
の
維
持
に
重
要
な
役
割
を
担
う
と

県
が
認
定
し
た
場
合
に
、
個
々
の
中
小
企
業
者
等
の
施
設
・

設
備
の
復
旧
等
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

１
．
対
象
者

本
県
内
で
事
業
活
動
を
行
っ
て
い
る
中
小
企
業
者
・

個
人
事
業
主
等

◇ 

個
人
の
申
請
は
不
可
。
必
ず
次
の
条
件
を
満
た
す
グ

ル
ー
プ
を
構
成
し
、「
復
興
事
業
計
画
（
※
）」
の
認
定

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
グ
ル
ー
プ
の
要
件
】

①
グ
ル
ー
プ
の
機
能（
い
ず
れ
か
1
つ
以
上
を
満
た
す
こ
と
）

　

● 

一
定
の
地
域
に
お
い
て
、
経
済
・
社
会
的
に
基
幹
と

な
る
産
業
群
で
あ
り
、
地
域
の
復
興
・
雇
用
維
持
に

不
可
欠
で
あ
る
。

　

● 

事
業
規
模
・
雇
用
規
模
が
大
き
く
、
経
済
・
雇
用
へ

の
貢
献
度
が
高
い
。

　

● 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に
不
可
欠
な
商
業
機
能

を
担
っ
て
い
る
。

　

● 

当
該
グ
ル
ー
プ
外
の
企
業
や
地
域
産
業
に
と
っ
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

②
震
災
に
よ
る
被
害
の
大
き
さ

　

● 

グ
ル
ー
プ
の
構
成
員
の
施
設
・
設
備
に
、
震
災
に
よ

る
甚
大
な
被
害
が
生
じ
て
お
り
、
売
上
の
著
し
い
低

下
等
が
生
じ
て
い
る
こ
と
。

◇ 

大
企
業
も
グ
ル
ー
プ
に
参
画
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す

が
、
補
助
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
復
興
事
業
計
画
の
内
容

　
＊ 

各
構
成
員
の
事
業
概
要
、
各
構
成
員
間
の
関
係
、
施

設
等
の
被
害
状
況　

＊
グ
ル
ー
プ
が
地
域
で
果
た
し

て
い
る
機
能　

＊
復
興
事
業
の
内
容
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
経
費
等
（
復
興
事
業
計
画
の
認
定
は
、
県
審
査

会
に
て
内
容
審
査
の
う
え
行
い
ま
す
）

茨城県

２
．
対
象
施
設

震
災
が
原
因
で
損
壊
し
た
自
己
（
自
社
）
所
有
の

施
設
・
設
備
の
う
ち
、
次
に
該
当
す
る
も
の

倉
庫
・
生
産
施
設
・
加
工
施
設
・
販
売
施
設
・
検
査
施
設
・

共
同
作
業
場
・
原
材
料
置
場
等
、
復
興
事
業
計
画
の
実
施

に
不
可
欠
と
認
め
ら
れ
る
施
設

（
事
務
所
・
事
務
室
・
従
業
員
用
ス
ペ
ー
ス
は
除
く
）

【
施
設
（
店
舗
や
工
場
等
】

復
興
事
業
に
か
か
る
事
業
の
用
に
供
す
る
設
備
で
あ
っ

て
、
中
小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
そ
の
構
成
員
の
資
産

と
し
て
計
上
す
る
も
の

【
設
備
】

◇ 

原
則
と
し
て
自
己
の
所
有
を
示
す
書
類（
登
記
簿
謄
本
、

資
産
台
帳
等
）
と
被
害
を
証
明
す
る
も
の
（
り
災
証
明

書
、
被
災
写
真
等
）
が
必
要
で
す
。

３
．
対
象
経
費

施
設
・
設
備
の
復
旧
に
必
要
な
工
事
費
、
修
繕
費
、

購
入
費
、
移
転
設
置
費
等

（
復
旧
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
取
壊
し
・
撤
去

費
・
整
地
・
排
土
費
を
含
む
）

４
．
補
助
率
等

国
１
／
２
、
県
１
／
４
、
事
業
者
１
／
４

被災した
中小企業等グループ

復興事業計画
作成

県審査会によ
る審査

認定

施設等の
復旧

補助

被災地域及び県内産業の
復旧・復興を促進

茨
城
県
商
工
労
働
部
中
小
企
業
課

経
営
支
援
室
☎
０
２
９
〜
３
０
１
〜
３
５
５
４

問

茨
城
県
土
木
部
道
路
建
設
課

☎
０
２
９
〜
３
０
１
〜
４
４
２
１

　

鹿
行
大
橋
は
、
鉾
田
市
と
行
方
市
を
結
ぶ
北
浦
に
架
か

る
延
長
415
ｍ
の
長
大
橋
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
現
在
の
橋
が
通
行
止
め

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

残
る
工
事
の
工
期
短
縮
を

図
り
、
平
成
24
年
4
月
26

日
（
木
）
に
供
用
開
始
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
鉾
田
市
側
の
交

差
点
改
良
な
ど
一
部
工
事

に
つ
い
て
は
、
供
用
を
開

始
し
た
後
も
引
き
続
き
行

い
ま
す
。

問

4
月
26
日
（
木
）
国
道
３
５
４
号

鹿
行
大
橋
を
供
用
開
始

4
月
26
日
（
木
）
国
道
３
５
４
号

 
鹿
行
大
橋
を
供
用
開
始

鉾
田
警
察
署
☎
３
４
〜
０
１
１
０

緊
急
通
報　

☎
１
１
０

鉾
田
市
内
で
自
動
販
売
機
あ
ら
し
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

自
動
販
売
機
を
設
置
さ
れ
て
い
る
商
店
の
方
は
、

　

●
防
犯
灯
を
設
置
し
て
明
る
く
す
る

　

● 

セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
や
防
犯

カ
メ
ラ
を
作
動
さ

せ
る

な
ど
を
行
い
、
被
害
防
止

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
や
防
犯

な
ど
を
行
い
、
被
害
防
止

夜
間
、
自
動
販
売
機

の
付
近
で
不
審
な
人

を
見
か
け
た
時
は
、

警
察
に
通
報
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
開
会
3
月
6
日
（
火
）
10
時
か
ら

　

鉾
田
市
役
所　

３
階　

市
議
会
議
場

自
動
販
売
機
あ
ら
し
に
ご
注
意
！

自
動
販
売
機
あ
ら
し
に
ご
注
意
！

問 市
議
会
事
務
局
☎
３
３
〜
２
１
１
１

（
内
線
）
１
３
１
１

問

平
成
24
年
第
1
回

鉾
田
市
議
会
定
例
会
の
お
知
ら
せ

平
成
24
年
第
1
回

鉾
田
市
議
会
定
例
会
の
お
知
ら
せ

【
日
程
】

　

3
月
6
日
（
火
）
本
会
議
（
初
日
）

　
　
　

8
日
（
木
）
本
会
議
（
一
般
質
問
）

　
　
　

9
日
（
金
）
本
会
議
（
一
般
質
問
）

　
　
　

13
日
（
火
）
本
会
議

　
　
　

14
日
（
水
）
本
会
議

　
　
　

15
日
（
木
）
委
員
会

　
　
　

16
日
（
金
）
委
員
会

　
　
　

19
日
（
月
）
委
員
会

　
　
　

23
日
（
金
）
本
会
議
（
最
終
日
）

※ 

日
程
は
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
、
日
程
を
議
会

　

事
務
局
に
ご
確
認
の
う
え
、
お
越
し
く

　

だ
さ
い
。

茨城県立鉾田第二高等学校写真部 編 
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東日本大震災2011.3.11の記録 

■
開
催
日
時
　
3
月
10
日
（
土
）・
11
（
日
）
9
時
〜
16
時

■
開
催
場
所
　
細
谷
ビ
ル
1
階
（
つ
ぼ
八
下
）

　

今
回
の
ギ
ャ
ラ
リ
ン
ジ
ャ
ー
10
で
は
、
地
震
発
生
時
に

関
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
約
160
件
と
震
災
関
連
の
写
真
を
展

示
し
ま
す
。
ま
た
、
会
場
に
は
募
金
箱
を
設
置
、
募
金
に

ご
協
力
を
頂
い
た
方
に
は
二
高
生
が
取
材
し
ま
と
め
た
震

災
の
記
録
集
『
鉾
田
商
店
街
ギ
ャ
ラ
リ
ン
ジ
ャ
ー　

み
ん

な
で
が
ん
ば
ろ
う
鉾
田　

東
日
本
大
震
災2011.3.11

の

記
録
』
を
進
呈
し
ま
す
（
募
金
は
全
て
災
害
復
興
資
金
と

し
て
鉾
田
市
に
寄
付
し
ま
す
）。
た
く
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
震
発
生
時
の
鉾
田
の
人
た
ち
の
声
を
ま
と
め

た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
み
ん
な
で
が
ん
ば
ろ
う
鉾
田
」
を
開

設
し
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
か
っ
た
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先　
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■職員手当の状況
区分 ６月 12月 計

期末・勤勉手当 1.90月分 2.05月分 3.95月分
　※職務の級に応じて5％から15％の加算措置あり

市職員の給与公表
■平成23年度の職員給与（普通会計予算） （単位：千円）

職員数
給与費 一人当たり

給与費給料 職員手当 期末勤勉手当 計
354人 1,330,928 101,455 478,399 1,910,782 5,398

　※企業会計、特別会計予算を除く

■職員の初任給（平成23年４月１日現在） （単位：円）

区分
鉾田市 国
初任給 初任給

一般行政職
大学卒 172,200 172,200
高校卒 140,100 140,100

教育職 大学卒 172,200 －

■職員の平均給与額（平成23年４月１日現在） （単位：歳・円）
区分 平均年齢 平均給料月額

一般行政職 42.0 314,300
技能労務職 52.8 328,000
教育職 40.0 293,200

■職員数（各年４月１日現在） （単位：人）
区分 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

一般行政部門 324 313 305 286 286 285 277
特別行政部門（教育） 115 106 95 94 85 81 77
公営企業部門 49 51 49 56 52 49 48

合計 488 470 449 436 423 415 402

　市役所　総務課　人事係　☎33-2111（内線）1222

区分 支給月額

扶養手当
配偶者 13,000　
配偶者以外 6,500　

　※配偶者がない場合の１人目の額は、11,000円
　※満15歳から22歳の子の場合は、5,000円の加算措置あり

区分 支給月額

通勤手当
交通機関利用者 運賃相当額を支給、ただし55,000円を限度
自動車等利用者 距離区分に応じ、2,200円～ 34,000円を支給

　※片道２㎞未満は無支給 （単位：円）
区分 支給月額

住居手当 借家の場合の支給限度額 27,000　

区分 最高限度額 勤続20年 勤続25年 勤続35年

退職手当
自己都合 59.28月分 23.50月分 33.50月分 47.50月分
勧奨・定年 59.28月分 30.55月分 41.34月分 59.28月分

■一般行政職の級別職員数（平成23年４月１日現在）
区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級　

標準的な
職務内容 主事 主事 係長

主幹
課長補佐
主査

課長
出先機関
　　の長
副参事

課長
出先機関
　　の長

部長
参事

職員数（人） 36 20 108 59 23 11 11
構成比（％） 13.4 7.5 40.3 22.0 8.6 4.1 4.1

まずは、声をかけあうことから始めてみませんか

あなたの大切な人の様子が
“いつもと違う”とき・・・

眠れない、食欲がない、口数が少なくなっ
たなど、「いつもと違う場合」

もしかしたら、悩みを抱えていま
せんか？

うつ 借金 死別体験 過重労働

配置転換 昇進 引っ越し 出産
など…

生活等の「変化」は悩みの大きな要因と
なります。一見、他人には幸せそうに見
えることでも、本人にとっては大きな悩
みになる場合があります。

まずは「声かけ」が重要です
どう声かけをしたら良いかに悩んだら…
○眠れていますか？
○どうしたの、なんか辛そうだけど…
○よかったら、話して
○元気なさそうだから心配してたんだ…

＊ どんな気持ちなのか話してもらう
ようにしましょう。

　 責めたり弱い人だと決めつけたり
せずに聞きましょう。

＊ この問題は弱さや怠惰からくるの
ではないことを理解しましょう。

判断・批評せずにきく

＊ 現在の問題は、弱さや性格の問題
ではなく、医療の必要な状態であ
ること、決して珍しい病気ではな
いことを伝えましょう。

＊ 適切な治療で良くなる可能性があ
ることも伝えましょう。

安心・情報を与える

＊ 診療内科や精神科を受診するよう
に勧めてみましょう。
＊ 「心の問題が体に関係することも
あるので、専門家に心のことも相
談してみましょう」といった言い
方が、受診への抵抗感を減ずるか
もしれません。

サポートを得るように勧める

もし、あなた自身が悩んでいたら・・・
一人で悩むより、まず相談を。

★茨城いのちの電話
　つくば　　　☎０２９－８５５－１０００（毎日 24時間）
　水　戸　　　☎０２９－２５５－１０００（毎日 13時～ 20 時）
　毎月 10日　  ☎０１２０－７３８－５５６（24時間）
★いばらきこころのホットライン
　０１２０－２３６－５５６（年末年始・祝日を除く 9時～ 16 時）

気づき 傾聴 つなぎ 見守り

温かく寄り
添いながら、
じっくりと
見守る

早めに専門
家に相談す
るよう促す

本人の気持
ちを尊重し、
耳を傾ける

家族や仲間
の変化に気
づいて、声
をかける

 （単位：円）

少しでも乗り越えやすくするために

1. 適度な運動を心がけましょう

2. 疲れた時は休養を十分にとりましょう

3. お酒の飲みすぎに注意しましょう

4. お互いに声を掛けあいましょう

ショックな出来事を体験した後、私たちの心
と身体にはさまざまな変化が起こります。

つな
がるわささえるわいのちの絆つな
がるわささえるわいのちの絆

問

3 月は自殺対策強化月間です
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　2月 14 日、潮来市内のホテルで国・県の関係機関と、
沿線の関係 5市（鉾田市・行方市・潮来市・鹿嶋市・
神栖市）による、東関道水戸線（潮来～鉾田間）の整
備促進に関する意見交換会が行われました。
　東関道水戸線は茨城～鉾田間の一部、茨城 JCT ～茨城
空港北 IC までは、平成 22 年 3 月に開通。今後全線開通
によりさらなる利便性向上や地域経済の発展が期待され
ます。意見交換で沿線の関係 5市は、早期の全線開通を
強く要望しました。

　2月 7日、市産地ブランドアップ振興協議会、市農業振興協議会、市
内両 JA が県庁、茨城新聞社、NHK 水戸放送局、IBS 茨城放送などを表
敬訪問し苺の PRを行いました。
　IBS 茨城放送では、鬼沢保平市長と両 JA 苺部会女性部長がラジオ番
組に出演し、生放送でリスナーに苺を PR。
　県庁では「今年の苺は特に甘くできました」と関係部署を回り直接
PR、橋本昌知事にも苺を手渡しました。苺を食べた知事は「甘くてお
いしいですね」と絶賛、生産者を称えてくれました。

　1月 23 日から 2月 23 日まで長野県内の鉾田産苺の販売促進キャン
ペーンが行われ、期間中の 2月 3・4日の 2日間、鬼沢保平市長、JAか
しまなだ生産者、JA 茨城旭村生産者が苺キャンペーンキャラバンを行
いました。
　キャラバンの一行は、信越放送のテレビ番組やラジオ番組に生出演、
鉾田産苺の美味しさを視聴者に発信しました。また、長野県内の大手スー
パー 4店舗で苺の試食販売を実施、苺を試食した買い物客からは「甘ぁ
～い」「すごくおいしい」と感激の声。試食販売は大盛況となりました。

■県内消費者へ鉾田の苺を PR

■がんばっぺ鉾田！長野へ苺 PR

鉾田の苺をＰＲ

　昨年の 3月 11 日に発生した東日本大震災により風評被害など大きな
影響を受けた農産物。その復興事業のひとつとして、水戸市内の大型ホー
ムセンター山新グランステージ水戸の店舗入口前特設会場で、鉾田市の
農産物とほこたブランド認証品・推奨品の販売が始まりました。初日と
なった 2月 11 日、会場はたくさんの買い物客で賑わいました。近くか
ら訪れたという家族づれは「主人はホームセンターで買い物、私はここ
で安全安心な新鮮野菜が買えて大満足です」と笑顔をみせてくれました。
　この特別販売は山新さんの協力のもと、市、市産地ブランドアップ振
興協議会、ＪＡかしまなだの直売所「ファーマーズマーケットなだろう」、
ＪＡ茨城旭村の直売所「サングリーン旭」、市健康づくり財団が鹿島灘
海浜公園で運営する直売所「もぎたて市場」、市が設置し出荷農家が運
営する「さんて旬菜館」が参加し、毎月第２、４の土日（9:30 ～ 15:00）
に年間を通じ開催されます。

うまかっぺフェスタin 山新グランステージ水戸

おいしいイチゴを食べてみて！

夢
や
目
標
に

向
か
っ
て努力

を
！

　1月 30 日、鉾田一高で 1年生を対象としたゲスト
ティーチャー講演会で鬼沢保平市長が講演を行いまし
た。鬼沢市長は学生時代の思い出などを話し「自分の
やりたい目標を見つけ、それに向かって努力すること
が大切。努力を続けていれば助けてくれる人がきっと
現れます」と生徒たちにエールを送りました。講演後
生徒たちは「目標に向かって努力し夢をつかみたいで
す」などと感想を話してくれました。

ヨ
ネ
ス
ケ
さ
ん

市
内
農
業
者
に
講
演

　2 月 22 日、市内のホテルで鉾田市認定農業者連絡
協議会（市村正義会長）講演会が開催され、落語家の
ヨネスケさんを講師に迎え「ヨネスケの晩ごはんから日
本の農が見える！？」と題し講演が行われました。ヨネ
スケさんはユーモアを交えた軽快な語り口で、番組で
全国の食卓を訪れた経験を踏まえ「日本文化はすばらし
い、特に食文化は世界最高。この文化を子や孫、ひ孫ま
で伝えることが大切」と強く訴えかけられました。

東
関
東
水
戸
線

早
期
全
線

開
通
を
要
望

地
域
に
密
着
し

住
民
の
安
心
安
全

を
守
る
た
め

　1月 27 日、鉾田市大洋総合支所の西隣りに新設され
た大蔵駐在所の開所式が行われました。この駐在所は大
洋地区にあった札・汲上・梶山の 3つの駐在所を統合し、
大洋地区のほぼ中心部に設置。複数の地域警察官を配置
することで、事件・事故に迅速に対応できる体制が整え
られています。また、施設は駐車場が広く、建物入り口
にはスロープを設けるなどバリアフリー化が徹底されて
いるほか、室内にはコミュニティスペースもあり、地域
住民との密着を強く意識した造りとなっています。
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中学生、立志の誓い！
　14 歳の立志を迎えた中学 2年生。市内各中学校で立志式が行われまし
た。2月 17 日、鉾田北中で行われた立志式では、職場体験学習の発表と
して、職場体験で学んだ事や感じた事から、その成果をこれからの生活
でどう生かすかなどの発表が行われました。その後、生徒たちが出演し
作成した青春ドラマ仕立ての「Go foward for a bright future!!」を立志ビ
デオ劇として上映。また、式典の最後には「立志の誓い」を一人ひとり
発表し、「この星に生まれて」を全員で合唱しました。
　生徒たちは、晴れ姿を見るために詰めかけた保護者に、立志の誓いと
して思いの丈を精一杯伝えました。

鉾田交響吹奏楽団定期演奏会
　1月 29 日、大洋公民館で鉾田交響吹奏楽団による第 15 回定期演奏会

が開催されました。コンサートでは団員たちが練習を積み重ねてきた成

果を存分に発揮、「SEA OF WISDOM～知恵を持つ海～」「森の贈り物」「坂

本冬美メドレー」などのほか、「ドリフずっこけ大集合」など、迫力あ

る演奏とともに笑いを誘いながら集まった観客を魅了しました。

「セロ弾きのゴーシュ」を観劇
　2月 18 日、大洋公民館でミュージカル劇「セロ弾きのゴーシュ」（公
民館文化芸術事業）が上演されました。開演前のオープニングでは、た
んぽぽコーラスによる合唱が行われ、澄み切った歌声で観客を魅了しま
した。ミュージカルで感動を伝えたのはたった 3人の役者さん。8つの
役柄を入れ代り立ち代わり演じ、その演技で見ている親子は舞台に夢中。
劇の中では、会場に来た子どもたちが舞台に上がり太鼓を叩く場面も、
選ばれた子どもたちは緊張した様子ながらも見事に大役を果たし、客席
からは大きな拍手が送られました。ミュージカルは、舞台と客席が一体
となった素晴らしいものとなりました。

地域の幸せのために
　1月 22 日、鉾田第一保育所で鉾田市商工会青年部（小橋一男部長）が、

渡り廊下の作成を行いました。同青年部は昨年の 10 月 15 日、鹿島灘

海浜公園で「復幸商工青年祭」を開催。その際の収益金を使って何か

地域に貢献できることはないかと部員らで検討し、復幸商工青年祭で

協力してもらった保育所へのお礼を兼ね、今回の渡り廊下の作成を企

画。「子どもたちが木の温もりを感じ幸せになってもらえれば、こちら

も元気になります」と小橋部長。みんなで協力して作り上げました。

ほっとパーク鉾田、再開しました！
　東日本大震災の影響で長期間休業を余儀なくされた健康増進施設「ほっ
とパーク鉾田」が 2月 11 日、営業を再開しました。営業再開を前にし
た同月 10 日には、会員を招待し再開する施設がお披露目されました。
　会員からは「休館中はあちこち別の温泉施設に行っていましたが、私
にはやっぱりここが一番。再開はすごくうれしい」などと再開の喜びの
声が聞かれました。同施設は、2種類の天然温泉とプールのほかトレー
ニングルーム、レストラン、パークゴルフ場などを備えています。健康
増進とリフレッシュを兼ねて、利用してみてはいかがでしょうか！

お問い合わせ先　（財）鉾田市健康づくり財団　☎ 34 － 1211

　2 月 21 日、大洋公民館で鉾田市家庭教育学級全体研修会が行われ、家
庭教育学級の実践事例発表と講演会が行われました。事例発表では徳宿
小・白鳥西小・大洋中の各家庭教育学級の活動がそれぞれ発表され、「家
庭教育学級の活動を通し、普段家庭では見ることのない子どもの姿を見
ることができました」「活動を通し子どもとの会話が増えました」などの
成果も披露されました。講演会では、キューピー（株）研究所の犬飼進
さんを講師に「楽しく食べて、健康に！」と題する講演が行われ、骨粗しょ
う症や肥満などの予防法を例に、健康に対する食事、運動、休養の大切
さを学びました。

子どもたちの豊かな心を育てるために
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鉾田杯中学生ソフトテニス大会

　1月 29 日、大洋運動場で第 15 回たいよ

う紅烏杯少年サッカー大会が開催され、鹿

行 4 市から 12 チームが参加し熱戦が繰り

広げられました。

【大会結果】
　優　勝　青柳 EFC（鉾田）
　準優勝　津澄（行方）
　3　位　FC ドルフィン大洋（鉾田）
　　　　　要（行方）

たいよう紅烏 (こうう ) 杯サッカー大会小中学生招待剣道大会

鉾田市体育協会スポーツ賞・功労賞表彰

スポーツ賞（個人の部）　敬称略　■大会の名称はスペースの関係上省略して記載しています

種目　　　氏名（所属）　　　　　　主な大会
○柔　道　小野瀬優人（旭中）　　　県中学校新人体育大会
　　　　　田山美紀（旭中）　　　　県中学校新人体育大会
　　　　　福井智之（旭中）　　　　県民総合体育大会中学校大会
○剣　道　山﨑雅斗（旭東小）　　　全日本都道府県剣道道場対抗優勝大会
○弓　道　富永早奈恵（鉾田二高）　関東高等学校弓道大会
　　　　　池田実幸（鉾田二高）　　関東高等学校弓道大会
○空　手　石田美奈（旭北小）　　　小・中学生全国空手道選手権大会
　　　　　小沼天龍（鉾田小）　　　小・中学生全国空手道選手権大会
　　　　　長峰湖雪（青柳小）　　　小・中学生全国空手道選手権大会
　　　　　楠　理久（旭中）　　　　船越義珍杯少年世界空手道選手権大会
　　　　　石田佳奈（旭中）　　　　小・中学生全国空手道選手権大会
　　　　　方波見睦美（鉾田南中）　小・中学生全国空手道選手権大会
○陸　上　菅谷彬人（上島東小）　　全国小学生陸上競技交流大会県代表選考会
　　　　　遠峰もも子（大竹小）　　全国小学生陸上競技交流大会県代表選考会
　　　　　高塚茉央（鉾田南中）　　県民総合体育大会中学校陸上競技大会
　　　　　濱崎大地（鉾田二高）　　関東高等学校陸上競技大会
　　　　　井川　翼（鹿島灘高）　　全国高等学校定時制通信制陸上競技大会
　　　　　島田　勇（鹿島学園高）　全国高等学校陸上競技対校選手権大会北関東地区予選会
○水　泳　高野竜馬（鉾田南中）　　関東中学校水泳競技大会
○ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ　大和田寿美礼（野友小）　ｺﾞｰｾﾝｶｯﾌﾟ県低学年小学生ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ大会
　　　　　横山咲紀（鹿島灘高）　　全国高等学校定時制通信制体育大会
　　　　　中根悟史（市ﾊﾞﾄﾐﾝﾄﾝ連盟）　全日本社会人ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ選手権大会
○ｿﾌﾄﾃﾆｽ　高野隆之（市ｿﾌﾄﾃﾆｽ連盟）　関東ｿﾌﾄﾃﾆｽ選手権大会
○野　球　藤枝浩平（鉾田北中）　　KB全国中学生秋季野球大会
○ラグビー　井坂啓人（清真学園中）　　関東中学校ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ大会
○スキー　山口奈々（鉾田一高）　　県高等学校総合体育大会ｽｷｰ競技会
○ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ　東峰史歩（土浦日大高）　　全国高等学校総合体育大会ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ競技大会

○ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ　大川純平（取手松陽高）　全国高等学校ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ選抜優勝大会
　　　　　　鬼澤佑輔（常磐大学高）　全国高等学校総合体育大会ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ競技県予選会
　　　　　　内山竣矢（常磐大学高）　全国高等学校総合体育大会ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ競技県予選会

スポーツ賞（団体の部）　敬称略　■大会の名称はスペースの関係上省略して記載しています

団体名　　　　　　　　　　　主な大会
鉾田南中学校女子体操部　　　県中学校新人体育大会
鉾田南中学校男子水泳部　　　関東中学校水泳競技大会
旭中学校男子柔道部　　　　　県中学校新人体育大会
旭中学校女子柔道部　　　　　県中学校新人体育大会
旭中学校男子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部　　県中学校新人体育大会
旭中学校男子駅伝部　　　　　関東中学校駅伝競走大会
鉾田第一高等学校女子剣道部　関東高等学校剣道大会
鉾田第一高等学校男子陸上競技部　県高等学校陸上競技対校選手権大会
鉾田第一高等学校女子空手道部　関東高等学校空手道大会
鉾田市ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ連盟　　　　　全国青年大会
TOC　　　　　　　　　　　　関東家庭婦人ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ大会
山王球友会　　　　　　　　　全日本９人制ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙｸﾗﾌﾞｶｯﾌﾟ男子選手権大会

功労賞（個人の部）　敬称略
氏名　　　所属
牧野清美　鉾田市ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ連盟

問　  鉾田市体育協会   ☎ 32-4263（日・月・火定休）

プレゼント！ 　鹿島アントラーズ観戦ペアチケット
■ハガキの書き方

①住所
②氏名
③電話番号
④観戦希望試合

〒 311-1592
鉾田市鉾田 1444-1

鉾田市役所
企画課
サッカー観戦係

問　  市役所企画課   ☎ 33-2111（内線 1301）

■対戦カード
① 3/17（土）14:00 ～　対川崎フロンターレ戦　　② 3/20（祝）15:00 ～　対ヴィッセル神戸戦
③ 4/4　（水）19:00 ～　対大宮アルディージャ戦　④ 4/7　（土）17:00 ～　対浦和レッズ戦
⑤ 4/21（土）15:00 ～　対セレッソ大阪戦　　　　⑥ 4/28（土）15:30 ～　対ガンバ大阪戦
⑦ 5/6　（日）19:00 ～　対サガン鳥栖戦　　　　　⑧ 5/19（土）17:00 ～　対コンサドーレ札幌戦
⑨ 6/16（土）18:30 ～　対名古屋グランパス戦　　⑩ 6/27（水）19:00 ～　対清水エスパルス戦
⑪ 7/7　（土）18:30 ～　対大宮アルディージャ戦　⑫ 7/28（土）18:30 ～　対サンフレッチェ広島戦
⑬ 8/11（土）18:30 ～　対ジュビロ磐田戦　　　　⑭ 8/25（土）18:30 ～　対アルビレックス新潟戦
⑮ 9/1　（土）19:00 ～　対ヴィッセル神戸戦　　　※②、③、⑩は、ナビスコ杯

■応募方法

ハガキに必要事項を記入し、3/23（金）必着、ただし、
①と②の試合は 3/9（金）必着。
※応募資格は鉾田市在住の方
※応募は 1人 1通（1試合）のみ有効
※観戦にかかる交通費などは当事者負担
※当選は、抽選により決定し、チケットの発送を持っ
　て発表にかえさせていただきます。

第 15 回第６回第 52回鉾田一高剣道部OB会

　2月 19 日、鉾田南中体育館で第 52 回鉾

田第一高等学校剣道部 OB 会小中学生招待

剣道大会が開催され、集まった選手は互い

に技を競い合いました。

　2月 11・12 日、鉾田総合公園と旭スポー

ツセンターで第 6回鉾田杯中学生ソフトテ

ニス大会（市体育協会主催）が開催され、

熱戦が繰り広げられました。

【大会結果（市内入賞のみ）】
中学女子　3位　鉾田南中学校、旭中学校
中学女子最優秀選手賞（敬称略）
　　　　　小堤　捺貴（鉾田南中）
　　　　　冨田　志歩（旭中）

【大会結果（市内入賞のみ）】
男子団体戦　3位　大洋中学校
女子個人戦　（敬称略）
　　　　　　3位　藤沼・鬼澤ペア（旭中）
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特設人権相談所の開設について
市福祉事務所社会福祉課　☎ 33-2111（内線 1565）問

日時・場所
　3/8（木）10:00 ～ 　旭地区学習等供用施設
内　容
　差別問題、家庭内の問題、金銭賃借借地借家、
　近隣間のもめごと等の相談
※相談無料・予約不要ですので、気軽にご利用願います。

農業ヘルパー募集！
　農業ヘルパーとは、収穫期など農家の方が人手の欲しいときに、農家
の方の補助として働く臨時（常時）雇用労働者のことです。農業ヘルパー
に登録して働きたい方を募集します。登録方法や詳細については下記担
当へのご連絡、または下記のＪＡ茨城旭村HPをご覧ください。

お問合わせ先　茨城旭村農業協同組合   営農情報支援センター内   特販課
〒 311-1415　  鉾田市造谷 1377-1　☎／ fax　37-1661 ／ 37-1663（担当：村上）
http://www.ja-ibarakiasahi.or.jp　【受付時間】土 , 日 , 祝日を除く 8:30 ～ 17:00

　鉾田市水道部では、水道水における放射能
濃度の測定を毎月 2回実施しています。
　1 月（2 回目）及び 2 月（1 回目）に実施
しました測定の結果、鉾田市の水道水から放
射性物質は検出されておりません。

単位：Bq（ﾍﾞｸﾚﾙ）/kg（ｷﾛｸﾞﾗﾑ）

●検査機関：株式会社江東微生物研究所
●測定値が検出下限値未満の場合は「検出さ
　れず」となります。
●原子力安全委員会が定めた飲食物摂取制限
　に関する指標値
・放射性ヨウ素：300Bq/kg ※
　※食品衛生法に基づく乳児の飲用に関する
　　暫定規制値：100Bq/kg
・放射性セシウム：200Bq/kg

水道水における放射能濃度の
　　　　　　測定結果について
（1月 (2回目 )及び2月 (1回目 )測定分）

鉾田水道事務所　☎ 32-6262問

採取日 取水場所

測定結果

検　出
下限値

放射性
ヨウ素 放射性セシウム

Ⅰ - 131 Cs -134 Cs -137

2/6

旭浄水場 検出されず 検出されず 検出されず

10Bq/kg西台浄水場 検出されず 検出されず 検出されず

大洋配水場 検出されず 検出されず 検出されず

1/23

旭浄水場 検出されず 検出されず 検出されず

10Bq/kg西台浄水場 検出されず 検出されず 検出されず

大洋配水場 検出されず 検出されず 検出されず

農業委員会からのお知らせ
市農業委員会事務局　☎ 33-2111（内線 1251・1252）問

相談日　3/9（金）
　○ふる里見聞館(大洋総合支所敷地内)　9:00 ～ 12:00
　○旭総合支所　　　　　　　13:00 ～ 16:00
内　容　農業委員会に関する各種申請書の受付と審査
　※3月定例総会　3/23（金）

　高齢者自らが地域の高齢者を対象に健康づ
くり、生きがいづくりに関する事業を、企画
し実施する委員会です。ぜひご応募ください。
応募資格　県内在住の概ね 60 歳以上で、委
　　　　　員会の活動にきちんと出席できる方
　　　　　※報酬・交通費はなし。
任　　期　H24.4 ～ H26.3.31　
応募方法　はがきに住所・氏名（フリガナ）・
　　　　　年齢・性別・電話番号と「応募の
　　　　　動機、活動の抱負、社会活動歴な
　　　　　ど」を明記し、3/9（金）まで（当
　　　　　日消印有効）に申込んでください。

「高齢者はつらつ百人委員会」 委員募集
  （福）茨城県社会福祉協議会　茨城わくわくセンター
  ☎ 029-243-8989　　FAX 029-244-4652

問

『第 5回鉾田市美術展覧会』開催
    問     鉾田市美術展覧会運営委員会事務局　☎ 37-4342
　　　（市教育委員会 生涯学習課内）

会　　期　3/7（水）～ 3/11（日）　　　　　
　　　　　各日 9:00 ～ 17:00
　　　　　（最終日は 15:00 まで）
場　　所　鉾田中央公民館、鉾田市立図書館
種　　目　絵画、書、写真、工芸美術

不動産公売を実施しました
市役所収納課　☎ 33-2111（内線 1173）問

　2月 8日（水）執行の不動産公売については、
下記のとおりです。

公売
区分 物件の所在 登記

地目
地積
（㎡）

見積
価額

最高価
申込額
(落札額 )

H23-22 上釜字ｻｲﾓｼ 865 番 12 畑 3,121 1,490,000 公売中止

H23-23 上釜字三角山 944 番 2 畑 1,256 660,000 公売中止

H23-24 上沢字荒地上 1387 番 畑 905 370,000 480,000

H23-25 上沢字井ノ上 1535 番 畑 1,239 500,000 755,000

H23-26 阿玉字枝沢 1493 番 3 宅地 508.66 1,640,000 入札者なし

H23-27 半原字中台 446 番 7 畑 4,907 1,610,000 1,610,000

H23-28 舟木字南野 220 番 81 畑 2,459 980,000 1,660,000

各  種  採  用  試  験   の   案  内
◆茨城県警察官採用試験（第１回）

受付締切　郵送・持参　　4/18（水）　インターネット　4/16（月）17:00
試  験  日　1次　5/13（日）
受験資格　S58.4.2 以降に生まれた方で、学校教育法による大学（短期大学を除く）を卒業した人
　　　　　若しくは、H25.3.31 までに卒業見込みの人又は人事委員会がこれと同等と認める人

◆自衛官募集（幹部候補生・予備自衛官補）

受験種目 幹部候補生（一般・技能） 予備自衛官補（一般・技能）

応募資格

H25.4.1 現在、次のいずれかに該当する方
① 22 歳以上 26 歳未満の方
②学校教育法に基づく大学院（専門職大学院を除
く）において正規の課程を 2年以上修め、修士
の学位を受けた方については、28 歳未満の方
③ 20 歳以上 22 歳未満の方で、学校教育法に基
づく大学を卒業した方又は外国における学校を卒
業した場合で大学卒業に相当すると認められる方

日本国籍を有する次の方
一般：18 歳以上 34 歳未満の方
技能：18 歳以上で国家免許資格等
　　　を有する方
※自衛官であった方は、自衛官で
　あった期間が 1年未満の方

受付期間 4/27（金）まで（締切日必着） 第 1回：4/4（水）まで（締切必着）

試験期日（1次）5/12（土）筆記試験 第 1回：4/13（金）、14（土）、15（日）
　　　  16（月）のうちいずれか 1日

試  験  場（1次）別途受付後にお知らせします 別途受付後にお知らせします
試験内容（1次）筆記試験及び筆記式操縦適正検査（飛行要員希望者のみ） 筆記試験、口述試験、適正及び身体検査

問 鉾田警察署警務係　☎ 34-0110

問 自衛隊茨城地方協力本部百里分駐所　　☎ 0299-52-1366

申込締切　3/8（木）（定員になり次第終了）
日　　時　3/22（木）8:30集合
集合場所　鉾田市役所　駐車場
対  象  者　市内在住で60歳以上の方
定　　員　30名（先着順）
参  加  費　1,720円（体験料・弁当代）
申込方法　鉾田中央公民館窓口においてある申
　　　　　込書に必要事項を記入し、参加費を
　　　　　添えてお申込みください。参加費は
　　　　　おつりのないようにご用意ください。
　　　　　（電話での申込受付はできません）

いきいきセミナー移動学習
『おやき作り体験』参加者募集
問    鉾田中央公民館　☎ 33-2030

鉾田市シルバー人材センター入会案内
鉾田市シルバー人材センター　☎ 32-4448問

あなたの知識や経験を地域に活かしてみませんか
◆入会資格
　・鉾田市に居住する 60 歳以上の方、健康
　　で働く意欲のある方
　・シルバー人材センターの趣旨に賛同した方
　・入会説明を受け、入会申込書を提出した方
　・定められた会費を納入していただける方
◆入会説明会
　4/11（水）、5/11（金）、6/8（金）、7/11（水）、
　8/13（月）、9/10（月）、10/15（月）、11/12（月）、
　12/7（金）、1/11（金）、2/12（火）、3/8（金）
　各日 13:30 ～
※入会説明会は事前に窓口又は電話で申込みください。

映画「一枚のハガキ」上映会開催
憲法九条の会・鉾田代表  野口 信　☎ 33-3193問

日　時　3/25（日）　
　　　　① 10:30 ～ 12:00　② 14:00 ～ 16:00
　　　　③ 18:30 ～ 20:30
会　場　大洋公民館　大集会室
入場料　一般 1,000 円　中高生 800 円

◎広告サイズ
　1枠   縦  45mm
　 　横 112mm
　2枠　縦  45mm
　 　横 227mm

◎掲載料
　1枠   13,000 円
　2枠   26,000 円

◎ 掲載のお申し込み
は、掲載を希望する
発行月の前々月の
20 日までにお申し
込みください。

★お問い合わせ先★
　　市役所秘書室
　　　　　広報担当
　　☎３３－２１１１

内線１２１２

広報
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募集　
ほか

ミー
トロ
ーフと

クラ
ムチ
ャウダ

ーです。

みん
なで
お料
理、楽

しいよ！

みん
なで
お料

大根
のカ
ナッペを

作っ
ていま

す。

ありがとう
　12

月 3
日、
鉾田

保健
セン

ター
調理

室で
クリ

スマ

ス親子
料理教

室が行
われま

した。

　当日
はあい

にくの
空模様

でした
が、太

陽のよ
うな

笑顔い
っぱい

の子ど
もたち

が、教
室を明

るく照
らし

てく
れま
した。

参加
した
のは

8組
23 人

。み
んな
テ

キパキ
と三角

巾とエ
プロン

を身に
つけス

タート
！

　今
回の
メニ
ュー
はク
リス
マス
をテ
ーマ
に、「

ミー

トロ
ーフ
」「ク

ラム
チャ
ウダ
ー」「

大根
のカ
ナッ
ペ」

「テ
ィラ
ミス
」と
豪華
版。子

ども
たち
は保
護者
と一

緒に食
生活改

善推進
員の協

力のも
と、料

理を楽
しみ

ました
。

　「普
段も家

でお母
さんと

料理を
してい

ます」
「母の

日に子
どもた

ちがカ
レーを

作って
くれま

した」
と参

加者の
皆さん

。中に
は見事

な包丁
さばき

を見せ
てく

れる子
もいて

、料理
は手際

良く完
成。楽

しい試
食会

となり
ました

。食生
活改善

推進員
の川又

知惠子
さん

は「と
っても

美味し
い料理

なので
、ご家

庭でも
挑戦

してみ
てくだ

さい」
と参加

者に伝
えてく

れまし
た。

　料理
は不思

議なも
ので、

人を喜
ばせた

いと思
うと

美味
しく
なる
そう
です
。食
べる
人も
『あ
りが
とう
』

の気持
ちを持

ってい
ればさ

らに美
味しく

なるそ
うで

す。
まず
は感
謝を
込め
て「
いた
だき
ます
」「ご

ちそ

うさま
」を言

ってみ
ません

か？

別冊
第 7回

ほこた
マラソ
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在
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数
　
50,541人

（
前
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比
－
51人

）　
男
　
25,364人

（
前
月
比
－
28人
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前
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比
－
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世
帯
数
　
17,342戸

（
前
月
比
 ±
 0戸
）
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健康カレンダー （３/３～４/３まで掲載）

鉾田保健センター 
旭 保 健 センター 
大洋保健センター 

問

市立図書館休館日3月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

休館日

一般相談（13：00～15：00）
2日前までに予約

弁護士相談（10：45～15：00）
予約制

心配ごと相談
旭 鉾田 大洋

3月 8（木）
社協本所

22（木）
大洋公民館

4月 26（木）
鉾田中央公民館

行政相談  （定例）

市役所総務課秘書室
☎33－2111（内線1211）

問

とき　3/7（水）　17：00～19：00
　　　　　  鉾田中央公民館

つくば（9：00～21：00） ☎029－852－9999
大　阪（24時間対応）　　 ☎072－727－2499
日本中毒情報センター http://www.j-poison-ic.or.jp/

中毒110番

毎日（20：00～23：00） ☎0299－82－3817
鹿嶋市宮中1998-2  鹿島保健センター内

夜間小児救急診療所

毎日（18：30～23：30）
日曜日・祝日・年末年始（9：00～17：00）
☎029－254－9900（短縮ダイヤル＃8000）

茨城子ども救急電話相談

電話案内（24時間対応） ☎029－241－4199
インターネット　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/
携 帯 サ イ ト　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/

茨城県救急医療情報システム

鉾田警察署 ☎34－0110
鉾田消防署 ☎34－0119
旭 出 張 所 ☎34－4119
大洋出張所 ☎34－5119
火災情報テレホンサービス ☎32－2119

一般の問合せ

医 療 機 関 案 内

警察・通報　110
火災・救急　119

火 災 ・ 緊 急

　　防災無線を聞き逃した時は
防災無線テレホンサービス ☎34－8770
 ☎34－8771

納税カレンダー

国民健康保険税 9期 納期限
4/2（月）

精神保健事業
事業名 場所（時間） 3月

デイケア 鉾　田
（9：30～11：30） 2・9・16・23（金）

フリークラブ 大　洋
（9：30～15：00）

5・12・19・26（月）
（事前申込制）

事業名 場所（項目） 3月

乳児健診 鉾　田 14（水）
（H23．11生）

育児相談
旭 15（木）

鉾　田 14（水）
大　洋 6（火）

幼児
健康診査 鉾田

1歳半健診 8（木）
（H22.8 生）

2歳児歯科検診 2（金）
（H21.8 生）

3歳児健診 13（火）
（H20.11 生）

機能回復
訓練

（リハビリ）

旭 7・14・21（水）
鉾　田 1・8・22（木）
大　洋 2・9・23（金）

休日診療
電話番号 3月

北浦整形外科 33-2136 4・25
鉾 田 病 院 32-3313 11・4/1
高 須 病 院 33-2131 18
ハタミ病院 33-3158 20

市役所総務課秘書室
☎33－2111（内線1211）

問

市民と市長の朝市トーク

とき　3/5（月）鉾田市役所
　　　4/9（月）大洋総合支所
※時間は8：15～9：15

鉾田市メール配信サービス
□インターネット（HPへアクセスして登録）
 https://service.sugumail.com/hokota/member/
 □携帯電話（次のアドレスへ空メールを送信し、登録確認 
 メールが届いてから画面の指示に従って登録してください。）  

                                       t-hokota@sg-m.jp

☎33－3691
☎37－1411
☎39－4866

鉾田市社会福祉協議会
　　　　鉾田本所　
　　　　旭  支  所　
　　　　大洋支所　

問
☎32－5831
☎37－3571
☎34－5200

ひばりくん防犯メール
 □携帯電話（次のアドレスへ空メールを送信し、登録確認 
 メールが届いてから画面の指示に従って登録してください。）  

add@mail1.police.pref.ibaraki.jp　　　　　

市役所健康増進課　☎33－2111（内線1533）問

農業用使用済プラスチックなどの収集
市役所産業経済課　☎33－2111（内線1166）問

旭 鉾田 大洋
粗悪品
不要農薬 3/14（水） 3/13（火）

搬入時間　　9:00 ～ 12:00 まで

市の木　サクラ 市の鳥　ウグイス市の花　ヒマワリ

　2 月6日に行われた朝市トークでは、放射線量や
消防団のことなどが話題となりました。

■献血にご協力ください。

3/22 （木）   9:30 ～ 12:15
13:30 ～ 15:30 鉾田市役所

外国人の方の登録制度が変わります

問　  市役所市民課   ☎ 33-2111（内線 1152・1153）

　平成 21 年 7 月 15 日に入管法、入管特例法および
住民基本台帳法の一部が改正、交付されました。こ
れにより、従来の外国人登録法は廃止され、外国人
の方について、日本人と同様に住民基本台帳法の適
用対象となり、住民票が作成されます。

新しい制度への移行は、平成24年 7月 9日です。
主な変更点
○住民票の作成
　　外国人の方にも日本人と同様に住民票が作成さ
　れます。また日本人と外国人との混合世帯にも世
　帯全員が記載された住民票が作成され住民票の写
　しが発行できるようになります。
　※住民票は外国人登録の情報を基に作成されます。
　　変更申請手続きがされていないときは、住民票が
　　作成されない場合があります。新しい制度へ円滑
　　に移行するために、正確な外国人登録をお願いします。
　※平成 24年 4月 1日から住民票を作成するために
　　外国人に関する手続き窓口は鉾田市役所（本庁）
　　市民課で行うようになります。

　ご不便をおかけ致しますが、
　　　　　　　　ご理解とご協力をお願いします。

日　　時　3/18（日）　集合 8:45　出発 9:10
集合場所　鉾田市役所　※小雨決行
コ  ー  ス　市役所 → 三光院→こんぴら山→
　　　　　塔ケ崎観音→鉾田神社→市役所
参  加  費　500 円（保険、飲み物代等）
申込方法　FAX にて、「住所・氏名・生年月日・
　　　　　電話番号」を記入の上、3/14（水）
　　　　　までに送付ください。

「ほこたカルタを歩こう会」参加者募集
問   　鉾田市まちづくり推進会議
　☎ 32-2273（倉崎）   32-2165（井川）　FAX 33-5507

「芭蕉ゆかりの鹿島紀行
　　   ウォーク in 鉾田」参加者募集
問    鹿島臨海鉄道株式会社 総務部　☎ 029-267-5200

日　　時　3/24（土）　受付 9:00 ～ 10:30
集合場所　大洗鹿島線　大洋駅　※雨天決行
コ  ー  ス　大洋駅 → 福泉寺 → 大儀寺 → 
　　　　　北浦湖畔 → 北浦湖畔駅　約 9.8 ㎞
参加方法　自由参加（事前予約制）
参  加  費　無料　※定員 300 名
参加方法　電話にて、「住所・氏名・参加人数」
　　　　　をご連絡ください。

NHK BS プレミアム「にっぽん縦断 こころ旅」
思い出の場所・風景を大募集！

問　  NHK ふれあいセンター   ☎ 0570-066-066

応募締切　4/6（金）必着
　あなたのこころにある風景を訪ねる「ここ
ろ旅」では、みなさんが出会った風景とエピ
ソードを募集しています。

応募内容　①住所　②氏名　③電話番号
　　　　　④性別　⑤年齢　⑥思い出の場所
　　　　　⑦場所にまつわるエピソード
応募方法　以下のいずれかで応募してください
　　　　　①番組ホームページ
　　　　　http://www.nhk.or.jp/kokorotabi/
　　　　　② FAX　03-3465-1327
　　　　　③お便り
　　　　　〒 150-8001　NHK「こころ旅」係
放送予定　NHK  BS  プレミアム
　　　　　「にっぽん縦断 こころ旅  2012」　
　　　　　<旅人 >　俳優　火野正平　
　　　　　4/2（月）～ 7/29（日）
　　　　　月～金  7:45 ～ 8:00　土 ･日  11:00 ～ 11:59
　　　　　茨城県内の放送予定
　　　　　5/7（月）～ 5/13（日）


